










































































































































































































































































4月13日 5月12日 6月10日 7月13日 8月19日 9月17日 10月14日 11月18日
アサザ 0 0 20 23 23 20 40 20
ヨシ 0 3 20 20 20 20 20 10
マコモ 0 3 10 15 20 20 20 20
ヒシ 0 0 3 3 3 10 10 3
コガマ 0 0 3 3 3 3 3 3
その他 0 0 3 3 3 3 3 3

























































































魚種 4月5日 4月13日 4月18日 4月25日 5月4日 5月12日 5月23日 6月3日 6月29日 7月10日 7月15日
コイ科魚類 0 0 0 0 0 432 粒 763粒 682粒 121粒 0 0
ワカサギ 74粒 31粒 10粒 0 0 0 0 0 0 0 0
ナマズ 卵 3粒確認
ウキゴリ 仔魚確認
ジュズカケハゼ 仔魚確認
ヌマチチブ 卵塊7個確認
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り、長靴をはくかウェダースーツを着れば、小学
生から大人まで環境学習などに活用可能である。
すでに八郎湖流域の小学校の環境学習や県立大学
の実習などに利用されている。
　「八郎湖の環境再生の拠点」として歴史的な意
義も大きい。将来的には、看板や休憩施設などを
整備して、地域外の小中学生の社会科見学や一般
観光客向けのエコツアーの拠点として活用するこ
とが可能である。
　課題は次の３点にまとめられる。第１は消波堤
の改善である。間伐材と粗朶を組み合わせた現在
の消波堤は、地域の自然資源を活用するという意
義は大きいものの、間伐材や粗朶の流亡という問
題が深刻である。維持管理に手間とコストがかか
ることと、流亡した間伐材や粗朶が漁網等に被害
を与えたり、八郎湖の他の場所に漂着するなどの
悪影響を与えていることを考え合わせると、今後
は管理が容易な最小限の構造物で最大の消波機能
を果たす消波堤を開発することが必要である。
　第２は、継続性のある管理主体の育成である。
潟船保存会は高齢化が進み、植生再生地点の継続
的な維持管理の役割を担うことが難しくなってい
る。河川法上の管理者をどうするかという問題を
含めて、継続的な管理主体をどう育成するかが課
題となっている。
　第３は、アオコ問題の解決である。夏場にアオ
コが大量発生すると植生再生地点もアオコで覆わ
れて、水に入ることも難しく、生きものの姿も見
えなくなってしまう。今後のこの場所の活用に大
きな障害になることは間違いないので、一刻も早
いアオコ問題の解決が望まれる。
注
１）八郎潟には「八郎太郎」という神が棲んでい
たという伝説が古くから伝えられている。八郎
潟における八郎太郎伝説の概要は天野・谷口
（2010）を参照。
２）通称 「八郎潟旧湖岸部」は、土地改良区が管
理している農業用排水路の一部である。八郎潟
干拓に伴う八郎潟漁業者に対する漁業補償の一
環として、八郎潟の湖岸に沿って干拓地が建設
された（地先干拓地）。地先干拓地に農業用水
を供給する水路が必要だったため、八郎潟湖岸
と地先干拓地の間に農業用排水路が作られた。
この水路のうちで、湖岸の粘土質土壌のために
湖岸が徐々に崩壊し、水路の幅が広がるととも
に湖岸が緩やかな斜面を形成した潟上市天王の
大崎・白州野地区に豊かな湖岸植生が自然に再
生したのである（煙山、2008）。
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